
学校番号 110 

平成３１年度 美術科 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅲ 単位数 2単位 年次 ３年次 

使用教科書 高校美術３ （日本文教出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

１、 ２年次で学習したことのさらなる応用となるよう深く学習していきます。 

年間を通して、自由制作を基本として行います。 

高校時代の「今」しか作れない、残せない作品を制作し、一生大切にできる財産を生み出しましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

絵画、デザインの１，２年次の実習をふまえ、より深い表現をすることを会得し、作品を制作・発表す

ることにより世の中の表現物、造形物、作り手に対する理解を深める。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:美術への関心・ 

意欲・態度 
b:発想や構想の能力 c:創造的な技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

美術の創造活動の喜

びを味わい、多様な表

現方法や美術文化に

関心を持ち、主体的に

表現や鑑賞の創造活

動に取り組もうとす

る。 

感性や想像力を働か

せて、感じ取ったこと

や考えたこと、目的や

機能、美しさなどから

主題を生成し、創造的

な表現の構想を練っ

ている。 

創造的な美術の表現

をするために必要な

技能を身に付け、意

図に応じて、表現方

法を工夫している。 

美術作品などの表現

の工夫や美術文化な

どを理解し、そのよ

さや美しさを創造的

に味わっている。 

評
価
方
法 

制作の様子 

ワークシート 

 

ワークシート 

アイデアスケッチ 

制作途中の作品 

作品 

制作途中の作品 

作品 

ワークシート 

評価シート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

油
絵
制
作 

【絵画】【鑑賞】 

・自己表現を絵画で行うため

に、「自己」の探求をレポー

トにまとめる。 

・スケッチブックにエスキース

を制作する。その際、「具体

的な何か」のみを用いた表

現と、「具体的なものが全く

ない表現」の 2 通りの画面

をイメージする。 

・木枠にキャンバスを張り、制

作を行う。 

・自分の作品について、言葉

での解説をする。他の生徒

の全ての作品を鑑賞し合

い、相互批評を行う。 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

a:自己表現をするために、深く

考察ができている。 

b:構図・技法の工夫がなされて

いる。 

c:油絵の具の扱いを理解し、表

現に繋げられている。  

d:生徒の作品を鑑賞し、作品に

対して関心をもち、理解を深

めている。 

  

制作の様子 

 

作品 

 

ワークシート 

 

評価シート 

２
、
３
学
期 

ポ
ス
タ
ー 

【デザイン】【鑑賞】 

・本校の美術・書道の作品展

を紹介するため必要な情報は

何かを考え、ポスターのデザ

インを考える。 

・ポスターを制作する。 

・完成したポスターの投票を

し、実際に作成するポスター･

案内ハガキに使用する作品を

生徒たちで選定する。 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:テーマの本質を探ろうとす

る視点を持っている。 

b:他者にテーマの魅力を伝え

るための工夫がなされてい

る。 

c: 他者にテーマの魅力を伝え

るための表現がなされてい

る。 

d:生徒の作品を鑑賞し、他者の

視点について関心をもち、理

解を深めている。 

制作の様子 

 

アイデアス

ケッチ 

 

作品 

 

 

ワークシート 

自
由
制
作 

【絵画】 

・テーマ、素材、表現方法を

それぞれの生徒が設定し、

自由制作を行う。 

・素材や表現方法を選び、研

究をして制作を進める。 

・自分の作品について、言葉

での解説をする。他の生徒

の全ての作品を鑑賞し合

い、相互批評を行う。 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

a: これまでの学習の集大成とな

る作品を制作するという姿勢

を持っている。 

b: 選定したテーマをどうすれ

ば表現できるか、思索ができ

ている。 

C: 選んだ素材、表現方法を理

解し、テーマの表現に繋げら

れている。 

d:生徒の作品を鑑賞し、作品に

対して関心をもち、理解を深

めている。 

制作の様子 

 

 

制作途中の

作品 

 

作品 

 

 

ワークシート 

評価シート 



 

※ 表中の観点について a: 美術への関心・意欲・態度   b: 発想や構想の能力 

c: 創造的な技能         d: 鑑賞の能力 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


